第４期第２回鎌倉市農業振興協議会議事録

日　　時　平成２９年１月２７日（金）　１４時００分から１５時００分まで

場　　所　鎌倉市役所第４分庁舎　８２３会議室

出席委員　８名

　　　　　（金子委員、大澤委員、内海委員、安齊委員、舩橋委員、塚本委員、増田委員、河野委員）

欠席委員　５名

　　　　　（平井委員、山中委員、石井委員、鮎田委員、杉原委員）

事 務 局　３名

　　　　　（産業振興課　林課長、上林課長補佐、岸本事務職員）

議　　題　「鎌倉市の農業振興について」

議事に先立ち、前回の協議内容について確認を行った。
事 務 局    前回、平成２８年１１月８日に開催した、第４期　第１回の協議会では、第４期のテーマとして、「鎌倉市の農業振興について」ということで、具体的には、農業振興の将来像、方向性といったものを取りまとめた「農業振興ビジョン」を作ることとし、各委員それぞれのお立場から、鎌倉市における農業に関する思いや問題点などをお話しいただきました。

具体的には、

・農地の基盤整備について

・新規就農者の受け入れや後継者問題について

・「鎌倉ブランドやさい」について

・農業を通じた地域貢献のあり方について

・企業協力による６次産業化について

・地域の大学等との連携による農産物の高付加価値化について

・遊休農地の発生防止・解消対策について
お話をいただきました。

農地の基盤整備については、鎌倉市の農業振興地域である、関谷・城廻地区は、農道が狭く、また各農家の農地は点在しており、作業効率が非常に悪いということで、基盤整備の必要があるということでした。

新規就農者の受け入れや後継者問題については、鎌倉は、他市と比べ、比較的若い農家が多く、後継者問題については喫緊の問題ではないとのことでしたが、今後、後継者がいない農地を誰がどう活用するのか、また、新規就農者の受け入れ体制について検討していく必要があるということでした。

鎌倉ブランドやさいについては、鎌倉やさいのブランドの価値をどう担保していくかということを検討していく必要があるということでした。

農業を通じた地域貢献のあり方については、引き続き、遊休農地でできた農作物を学校給食に提供することなどを行っていくべきとのことでした。

６次産業化については、鎌倉市ではなかなか難しいことではありますが、検討していくということでした。

地域の大学等との連携による農産物の高付加価値化については、地元では鎌倉女子大学があるため、そういったところに、鎌倉やさいを使った商品開発をお願いするのはどうかということでした。
遊休農地の発生防止・解消対策については、引き続き、遊休農地解消活動を行うこと、また、農地の劣化を防ぐため、緑肥作物の栽培や、牧草や花の栽培はどうかという案が出されました。以上のことが前回の協議内容のまとめです。
会　　長　　ありがとうございました。それでは議題に入りたいと思いますが、引き続き、事務局より、説明をお願いします。
事 務 局　　（仮称）鎌倉市農業振興ビジョンの骨子についてご説明させていただきます。資料１をご覧ください。

この骨子については、昨年１１月に開催した「第４期　第１回農業振興協議会」で皆様に議論いただいた内容を基に作成させていただきました。ただ、現状ではあくまでも骨子の段階ですので、次回、第３回の協議会で具体的な内容を決めていきたいと考えております。

今回、このビジョンの骨子を作成するにあたっては、都市農業としての鎌倉市の地域性を十分考慮して作成することが重要だと考えると同時に、国が平成27年4月に施行した「都市農業振興基本法」の理念も念頭に置いた内容であることも必要だと考えました。そこでまず、資料２「都市農業振興基本法の概要」で、簡単に法の中身を確認したいと思います。

都市農業振興基本法は、具体的な規制や罰則については特に規定していない、いわゆる「理念法」であり、その中で、都市部の農地が「新鮮な農産物の供給」「防災空間の確保」「良好な景観の形成」など、多様な機能を発揮することを念頭に、これまで宅地化予定地とされてきた農地を保全すべき農地として位置付けています。また、法の基本理念として「都市農業の多様な機能の適切かつ十分な発揮と都市農業の有効な活用及び適正な保全が図られること」、「良好な市街化形成における農との共存が図られること」、「国民の理解の下に施策が推進されること」を３つの柱とし、これを達成するために必要な法制上、財政上、税制上、金融上の措置を講じるよう、政府に求めています。更に、各施策が着実に推進されるよう、政府が資料３「都市農業振興基本計画」を策定し、地方公共団体については、この基本計画に沿った「地方計画」を策定する必要があります。

この「都市農業振興基本計画」については、既に平成28年5月に閣議決定しており、これを基にした地方公共団体の地方計画として、現在、神奈川県により、資料４の「かながわ農業活性化指針」の素案を公表し、パブリックコメントを行っているところです。この地方計画については、国では今のところ、市町村単位での計画策定は義務付けていませんが、近隣では藤沢市が作成中とのことです。本市としては、神奈川県の農業活性化指針に原則沿いながらも、鎌倉市の農業環境や地域性を加味して、ビジョンを作成するにあたり、このビジョンが「都市農業振興基本法」における市の「地方計画」として位置付けられるような内容にすることで、今後の都市農業を見据えた、より実効性の高いビジョンにしたいと考えております。

それでは、続いて「鎌倉市農業振興ビジョン」の骨子について説明いたします。資料１の骨子（案）、及び資料４の「かながわ農業活性化指針」素案の目次をご覧ください。先ほど申しましたとおり、本ビジョンの目次は県の指針に対応するよう作成しています。
まず、Ⅰとして「鎌倉市農業振興ビジョン」を制定する背景について記載します。またその位置付けとして、都市農業基本法やかながわ農業活性化指針との関係性について図式化したいと思います。

次に、Ⅱとして鎌倉農業の現状と取り巻く環境として、農業経営や農地の現状について数値も交えながら記載します。また、農業における鎌倉市の環境の変化についても記載していきます。

次に、Ⅲとしてこれまでの取組みと課題について、具体的には、「鎌倉ブランドの推進」、「遊休農地解消対策」、「農業従事者の高齢化や担い手対策」について、それぞれ取組みや課題、またその効果についても触れていきたいと考えています。

次に、Ⅳとして基本目標と施策の方向を記載します。今後鎌倉市の農業を持続的に進めていくための、大きな基本目標や方向性をここでは示していきたいと思います。

次に、Ⅴとして今後取組むべき施策の内容と数値目標について記載します。ここに関しては、前回の協議会で委員の皆様から様々なご意見をいただいた内容を具体的に盛り込んでいきたいと考えています。

（１）農業振興地域における基盤整備の推進

（２）新規就農者の受け入れと担い手の確保

（３）「鎌倉やさい」のブランド力の強化

（４）遊休農地の発生防止と解消対策

（５）農産物の高付加価値化の推進

（６）６次産業化

（７）農業を通じた地域貢献

（８）その他

　　　　　　ア　農地の有効活用（市民農園等）

　　　　　　イ　環境保全型農業

　　　　　　ウ　鳥獣害対策

これらの内容について、今後取組むべき内容を記載していきたいと思います。また、数値目標についてですが、内容によって数値目標を定めるに適さないものもあるかと思いますので、ここは今後中身を固めていく上で、検討させていただきたいと思います。

次に、Ⅵとして参考資料の添付を考えています。

骨子については以上となります。本日はこの骨子の内容について委員の皆様からご意見をいただき、反映させた上で、次回協議会に向けて、具体的な中身を作成していきたいと思っております。説明は以上です。

会　　長　　ありがとうございます。いかがでしょうか。１章から５章までございます。
１章はこのビジョンについて。２章は鎌倉農業の現状と農業を取り巻く環境の変化について。３章はこれまでの取組みと課題ということで、鎌倉ブランド推進と遊休農地解消対策、農業従事者の高齢化や担い手対策が記載されています。４章は基本目標と施策の方向となっています。何か抜けていることがあればご指摘下さい。５章目は今後取組むべき施策の内容と数値目標ということで、この項目でよろしいでしょうか。
施策の内容について、１番目が農業振興地域の基盤整理の推進となっています。よくこの協議会でもお話がありますが、農業振興地域である関谷・城廻地区は、農道が狭く農地は狭小分散しており作業効率が悪いです。まずは農道を整備するということが大きな目標になろうかと思います。
それから２番目の、新規就農者の受け入れと担い手の確保ということでござ

いますが、この間のお話を伺ったところ、比較的若い農家の方たちが多く、担い手については喫緊の問題ではないということでした。ただ一生懸命、農業をやりたいという、そういう人たちの入口をどうするかということでした。
３番目、鎌倉やさいのブランドの強化ということで、価値の担保について、

具体的には安心・安全をどう示していくのかといことですが、これについては
生産農家の方達で考えていただくのがよろしいのではないかということもございますので、この辺を検討していく必要があります。
４番目に遊休農地の発生防止と解消対策ですが、遊休農地が発生しそうなと

ころは事前に分かるものですから、農業委員会、市の方で察知して、農家の方達と早くから対応していくというようなことが大事かなと思います。
５番目の農産物の高付加価値化の推進については、農家の方達は作ることで精一杯ですので、加工から販売まで行うことは難しいです。大学の学生や地域の方達に入っていただいて、そちらの立場から見た目で何か作ると意外な所で高付加価値が付けられて商品化ができるではないかと思います。
６番目の６次産業というのは、農家さんには難しいです。特に「鎌倉やさい」
は１次産物で売れていますので、その後の物に高い価値をつけるというとこまではなかなかいきませんので５番目の題目と合わせて考えていったらいいだろうと思います。
７番目は農業を通じた地域貢献とございますが、今まで遊休農地の農産物を

学校給食、特に小学校給食に提供されていたとのことです。それも１０数年前からやっているとのことですので、引き続き行っていったらいいかと思います。
次に環境保全型農業ですが、環境教育や自然生態系保全というものに繋がる
内容の農業、農業地域という組み合わせを考えていくのがいいかと思います。

次に鳥獣害対策ですが、これについては全国で大問題になっていますが、鎌
倉は鳥獣保護区になっており、全部の種の動物がその対象になっていて、多くなり過ぎたら届けを出して駆除するということです。

数値目標については、先ほどの安心・安全の数値、遊休農地の面積の率などを記載するのはどうかと思います。神奈川県の活性化指針を見ると、お金の額を表していたりするんですが、なかなかそれは難しいだろうと思います。可能な所から数値目標を立てて、それを進めていくということをしていきたいと思います。

いかがでしょうか。抜けているところ、あるいは、追加する部分があれば、ご意見を頂ければと思います。よろしくお願いします。
会　　長　　県の方がいらっしゃるのでお聞きしたいと思います。この活性化指針というのは、圧力があるものなのでしょうか。
委　　員　　まだ皆さんからご意見を頂いている段階なのですが、基本的には、これが都

市農業に関する県の方向性になってくるのではないかと考えています。先程も●●委員と少し話していたのですが、指摘を受けており、内容が書き換わる恐れがあります。中身の細かい所は変わっていくと思いますが、基本的な方向性はあまり変わらないのかなという気がします。

また、担当の部署に聞いたのですが、今のところ、農林水産省では都市農業基本計画に基づく各市町村レベルの地方計画を作れということは言っていませんが、言う恐れはあるという話でした。鎌倉市が都市農業基本法に基づく計画を作るということは良いことなのではないかと思います。

　　　　　　藤沢市は、それをもう作っているような状況なので、準備するのは問題ない
のかなと思います。

委　　員　　県では平成１８年４月に神奈川都市農業推進条例というのを作り、１０年前

には国に先立ち、都市農業であるということを県として宣言しています。その
条例に基づき活性化指針というものを立て、５年置きに見直していくというこ
とで、今回２９年の３月の見直しに向けて、この素案が作成されたという状況です。
　　　　　　実は私も意見を求められて読んでみたのですが、非常に分かりにくいです。
色々なものが盛り込んであるため、起承転結がよく分かりません。私が聞くところによりますと、県の議会の中の常任委員会に説明した際、非常に分かりにくいと批判があったということなので、場合によると少し作りも変わるのかなと思っています。
指針１４ページの基本目標と施策の方向についてですが、農業の活性化による地産地消の推進ということと、医食の同源による県民の健康増進と記載されています。これについては、私的にはしっくりこないです。医食の同源というのは県の総合計画で推進しているものであり、これをベースに指針を作っています。農業だけ捉えるのであれば、地産地消ということは、消費者・農業者から見た分かり易い計画である必要がありますが、どうしても行政が作った分かりにくい作りになっています。
会　　長　　ありがとうございました。●●委員いかがでしょうか。

委　　員　　県の活性化指針については、この素案を作る段階で県庁の方から私の事務所である技術センターに意見を求められ、担い手の関係について意見をお答えしました。内容ですが、指針の中では、就農してから最初は７００万円くらいの形態をクリアしたら、企業的な形に経営転換して２０００万、それを更に３０００万以上にしましょうということが書いてありました。しかしそれに対して、３０００万円以上じゃなくても耕作している担い手は担い手だろうと、面積は少なくても販売は金額少なくても、担い手なんじゃないかという風なことをお答えしたという経過があるくらいです。
会　　長　　ありがとうございました。●●委員はいかがでしょうか。
委　　員　　このビジョンについては、先ほどご説明のあった県の指針を基本的に踏襲して記載するということでいいのでしょうか。
会　　長　　そうです。
委　　員　　５の今後取組むべき施策の内容と数値目標については、１回目の協議会で出た内容を記載するとのことなのですが、今までの作った振興計画に沿っているかどうか、またこの少人数の中で出た意見だけを載せてしまっていいのでしょうか。
会　　長　　事務局いかがでしょうか。
事務局　　市としては農業振興協議会に一番重きを置いております。こういった重要な
ものについての委員皆さんの意見ということで受け止めさせていただいております。
事務局　　このビジョンを市の地方基本計画と定める場合には、農業振興基本法の中で、
農業者の方や市民の方など広く意見を聞くように努めなさい、と書かれてあります。ですので、ご意見を聞いた上で確定する流れは作っていくのではないかと思います。
事務局　　県の農業活性化指針はパブコメしているということで、鎌倉市の農業振興ビ
ジョンについても、パブコメの対象になります。ビジョンの中にはブランドについて書かれていますので、ブランド会議の意見を聞いていく必要もあるでしょうし、遊休農地についても書かれているので、農協の方々も入っている、遊休農地解消対策協議会の方にも意見をもらうなど、広く意見を頂きながら、最終的な決定に向けて進めていきたいなという風に考えております。
委　　員　　協議会委員になったのは平成２８年の４月からなのですが、行政のやることは難しくて分かりません。国や県からこのビジョンを作りなさいと指示が出ているのでしょうか。
事務局　　今のところ指示はありませんが、この協議会の中で作ろうということです。
委　　員　　この協議会で５の取り組むべき政策の内容と数値目標、これに関して、具体

的なことを、決めていきましょうということでしょうか。
事務局　　市には総合計画があって、基本計画あって、実施計画のところで、具体的な
事業があるのですが、このビジョンはそれを作っていくための元となる文言です。５の１の（１）から記載がありますが、基盤整備、新規就農、ブランド、遊休農地などについて、ビジョンから、市の事業であるとか、何々計画だという取り組みになる元をこれから作っていくということです。
委　　員　　大元を作っていくという感じなのですね。
事務局　　はい。
委　　員　　鎌倉やさいはテレビなどのメディアで多く取り上げられており、間違った情報が流されることがあります。現在、農協連即売所としてホームページを作ることになっていますが、それは発信ではなく、農協連即売所はこういうものだよと、例えばレンバイで販売しているものは無農薬だと間違って放送されることがありますが、農薬は必要最低限のものを使っていますと。本当のことをホームページに載せておこうと考え、今、原案を書いています。鎌倉市のホームページの中に農業に関するページはありますか。
事務局　　市のホームページの中に課のページがあります。

委　　員　　そういうところに鎌倉やさいのページを作っていただいて、そこにレンバイのホームページのリンクを貼るなどといった、具体的な内容を提案するのは、まだこれからずっと先の話なのですか。

事務局    ブランド会議農産物部会の時に、皆さんで鎌倉ブランドのかまくらやさいと
は何か、というのをしっかり確認して、それを共有しましょう、リンクを貼りましょうという話がありました。それはそれとして並行してやっていけばいいと思います。今あるものを更に充実させる。ただ、このビジョンがいつ出来るか分らないので、ビジョンが出来る時点のタイミングに合わせて、今こうやっている、ではこれからはこうしていこうということがここに載ってくると思います。今、●●委員がおっしゃっているようなことが、このビジョンができないとやらないということではありません。
例えば、５の１の（１）に基盤整備の推進とありますが、神奈川県と連携をとって現地の調査、あるいは見本となるような所の視察も行っています。この基盤整備一つをとっても、これから進めていくにあたっては、市としての基盤整備に関する指針、計画等を作っていかなければなりません。その一番大元のところの意思確認をビジョンで行います。具体的に基盤整備をどうやってくのかということは、別の計画を作り、それを事業化していくために予算要求を行い、事業を進めていくという流れです。その元になるところを今、作ろうとしているところです。
事務局　　この活性化指針は、神奈川県の農業の方向性を示しているものです。鎌倉の
場合は今まで農業の方向性というものがなく、例えばこの中でも私を含めて数年後もここにいるかというと、変わってしまうという場合もあります。そういった状況であるため、鎌倉市が進もうとしている農業振興というのはこういう方向性であるというものを残していかないといけません。例えば、人や立場が変わった時に、考え方までが変わってしまうと、芯の通った農業振興ができないのではないかと思います。方向性というのは、その時の状況によっては変わってくる可能性も十分あると思いますが、現状で鎌倉市としては農業をどう進めていくのかということを示していきたい、というのが一番の目的です。

委　　員　　青写真的な考え方ですね。

事務局　　そうです。
会　　長　　●●委員、いかがですか。活性化指針の中では女性の活躍について記載されています。
委　　員　　女性の農業者が多くなって、後継者も増えていったらいいと思います。担い
手という項目の中に入れていただければと思います。
会　　長　　神奈川農業活性化指針の４ページをご覧下さい。生産緑地法について書かれていますが、生産緑地指定から３０年後は買取申出が可能になります。２０２２年問題とも呼ばれていますがいかがでしょう。その辺りについて、●●委員お願いします。
委　　員　　生産緑地が極端に減って宅地化するということは無いかなと考えています。生産緑地を持っていれば、税金が宅地に比べかなり安いですから、持っている方は得です。また、全体的なことですが、今まで市街化区域の農地というのは、宅地化していくというのが前提でした。しかし、市街化区域の農地であっても、基本的には守っていくという方向性に変わりました。そういう中で、鎌倉の農業というのはどういう方法で進めていくのかを検討する必要があります。
また、基盤整備が個人負担ということがあり、なかなか進んでいません。費用負担については、農家負担が軽減されるという方針になっていくと聞いていますが、そのところはどうですか。
委　　員　　本県ではほとんど市町村が負担しています。

委　　員　　農家負担がなくなるようなことを、最近、農業新聞か何かで聞きました。具体的にそういう話になってくれば、かなり進めやすく、少しずつ地域ごとにやっていけます。
会　　長　　市の方はどうでしょうか
事務局　　方針としては特に変わっていないので、当然公費も投入しながら、県の補助
もいただき、進めていくというのが現状のやり方ではないかと思います。
委　　員　　以前はよく農道整備といって予算化されて、農道を整備していました。農道といっても市の道路ですから、そういう意味で市の提案で予算化すればできます。

事務局　　かつての農道整備については、２５年から２０年前ぐらいまでに神奈川県の
農業環境総合整備事業を活用させていただいて行ってきました。それから２０年以上経ち、制度も変わっているので現状に合った形で、関谷、城廻地域の整備を行っていきたいと思います。これについては、その整備についての計画も作っていかなければなりません。そこで県の方とも意見を交わさせていただき、しっかり漏れのないものにしたいです。まずは農道の整備ということで、今年度から相談を始めているところです。２９年度も引き続き相談をさせていただいて、３０年度からはその計画策定のためのお金が取れればなという目論見があります。
会　　長　　他はいかがでしょうか。
事務局　　今後は、作成の途中で皆さんにメール等で確認させていただきながら、内容
を足していきたいと思います。時間はかかると思いますが、またお集まりいただ
いてご披露いただけるような状況になりましたら、ご連絡をさせていただきたい
と思います。
会　　長　　わかりました。鎌倉市農業振興ビジョン骨子の１から６について、何かありましたら、メールなどでやりとりしたいと思います。

他に委員の皆さまから何かありますか。後でも結構ですので、事務局の方に連絡いただければと思います。ありがとうございました。
事務局　　どうもありがとうございました。先程も申し上げましたが、骨子について肉
付をさせていただきたいと思います。今後の取組について具体的な内容をお示しさせていたきながら、最終的なビジョン策定に向けて動いてまいりたいと思います。今年度についてはこの第２回で終了し、次回については来年度に入りましてから改めてご通知をさせていただきたいと思っていますので、よろしくお願いいたします。本日はお忙しい中、誠にありがとうございました。
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